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建築・都市の気候変動対策
（脱炭素･緩和策／安全･適応策）

研究内容

建築・都市、気候変動、緩和策、適応策、時空間情報処理KeyWord

　気候変動対策そしてSDGsは喫緊の世界共通の課題ですが、その取り組
みは、地域により、立場（個人か組織か／官か民か）により、異なります。
従って、地域や産業界の皆様との連携は、気候変動対策として何をどう考
えたらよいのかという協議中心のこと、客観的な自己認識のための調査分
析、そして対策検討と、様々な内容が考えられます。
　いずれにせよ重要なのは、エビデンス（データ）に基づくことであると考え
ています。学生諸君に協力を仰いでのデータ収集・入力、そして分析・考察
と可視化などデータサイエンス（統計解析、時空間情報処理）手法の活用
で協働できると考えております。

地域・産学連携の可能性

　地球温暖化をはじめとする気候変動は、その原因である二酸化炭素排出
（エネルギー消費）もその影響にさらされる場も、人間が高密度に居住する都
市域に集中しています。そのため、気候変動緩和策として建築における徹底し
た省エネルギーと気候風土に配慮したＺＥＢ／ＺＥＨを、気候変動適応策とし
て暑熱化をはじめとする都市域の自然災害の現状と将来を、研究しています。
　直近の研究課題は以下の3つです。
①気候風土に配慮したZEHのあり方に関する研究
②暑熱化する都市の気候調査と都市計画に反映するためのクリマアトラス研究
③自然災害にレジリエントな建築・都市研究
　上記のほか、企業様との共同研究として建物のエネルギー消費分析とそ
の改善提案や、地方自治体の各種審議会等を通じての環境行政・緑化行
政等への助言を行っております。
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